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令和3年度 第1回 西宮市いじめ防止等対策委員会 議事録概略 

日 時 令和3年9月16日（木）10：00～11：30 

場 所 西宮市役所東館 7階 教育委員会分室 

出席者 

【委員長】丹羽登（学識経験者） 

【委員】三木憲明（弁護士）、大塚美和子（社会福祉）、岩本佳菜子（保護者） 

 西海達夫（教育）事務局（教育委員会 学校教育部 漁部長、学校保健安全課 

濱本課長、藤岡係長、丸山指導主事） 

欠席者 
【副委員長】玉木健介（臨床心理士）【委員】佐々木恭子（精神科医）、飯村耕司

（教育） 

開催形態 一部非公開 

議題 

１ 開会挨拶 

２ 自己紹介 

３ 委員長選出 

４ 報告 

 （１）令和2年度～令和3年度7月末までの問題行動の状況について 

 （２）令和2年度～令和3年度7月末までの長欠・不登校等の状況について 

 （３）令和2年度～令和3年度7月末までのいじめの状況について 

 （４）「西宮市いじめ防止基本方針」について 

５ 協議 

 ・いじめ防止等に関すること 

 ・その他 

６ 連絡依頼事項 

７ 閉会挨拶 

議事 

１ 開会 

（事務局） 

   学校教育部 漁部長 あいさつ   

 

２ 自己紹介 

   委員構成表に基づき委員自己紹介（資料１） 

 

３ 委員長選出  

西宮市附属機関条例第 3条に基づき委員長及び副委員長を委員の互選により定

める。 

  【委員長】  丹羽登 

  【副委員長】 玉木健介 

 

４ 報告 

（事務局） 

 （１）令和2年度～令和3年度7月末までの問題行動の状況について（資料２） 

 （２）令和2年度～令和3年度7月末までの長欠・不登校等の状況について（資料

３） 

 （３）令和2年度～令和3年度7月末までのいじめの状況について（資料４） 

   Q 問題行動等について、昨年コロナ禍の影響もあってか7月8月あたりが増

加しているが、あとは例年並みに戻ったのか。 

   Ａ 例年通りの数に戻っている。昨年の8月に関しては、学校再開が例年に

比べて2週間早まったため増えている。やはり教育活動が始まると報告
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は増える。 

 （委員）いじめ認知件数を知ることも重要だが、学校がチームとして指導してい

かなければならない中、いじめの校内体制がどれだけできているのかを

把握していくべきである。 

 

５ 協議 

  「西宮市いじめ防止基本方針」について（資料５） 

  （委員）いじめについて「言えない子」や「感じにくい子」について「いじめ防

止基本方針」の中に十分な文章表記がないのではと他の自治体でも問題

にあげられている。障害特性を有する子供に関しても抜け落ちているの

ではないかと思う。 

  （委員）最近言われているのが、ＨＳＣ（Highly Sensitive Child）の子供達が

多くなってきている。このような子供達のトラブルが増えており、こう

いった課題も考えて行かなければならない。いわゆる噂話や悪口に過敏

になっている子供達が多いという事もわかったうえで、感覚過敏な子供

達への対応も考えていくべきである。 

（委員）悪意はないが構造的ないじめのような概念をどこかに入れておいて欲し

い。今はそちらに課題が移行しているように感じる。 

 

6 連絡依頼事項 

 （事務局） 

   委員報酬の手続きについて 

 

7 閉会 

 

資料 

（資料１）「西宮市いじめ防止等対策委員会委員構成」 

（資料２－１）「令和2年度～令和3年度7月末までの問題行動件数（小学校）」 

（資料２－２）「令和2年度～令和3年度7月末までの問題行動件数（中学校）」 

（資料３）「令和2年度月別・学年男女別 長欠・不登校・不適応行為の人数」 

（資料４）「令和2年度 いじめ認知の件数と態様」 

（資料５）「西宮市いじめ防止基本方針」 

 

 


